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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第116期

第３四半期
連結累計期間

第117期
第３四半期
連結累計期間

第116期

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日

売上高 (百万円) 1,030,248 1,041,102 1,485,019

経常利益 (百万円) 29,542 18,661 24,633

四半期(当期)純利益 (百万円) 16,892 13,946 23,429

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 27,407 54,979 69,464

純資産額 (百万円) 278,061 367,268 318,126

総資産額 (百万円) 1,628,567 1,833,004 1,686,072

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 16.26 13.43 22.55

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 17.2 20.2 19.0
 

　

回次
第116期

第３四半期
連結会計期間

第117期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成24年10月１日
至　平成24年12月31日

自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

１株当たり
四半期純利益金額

(円) 7.53 5.15
 

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　　していない。

２　売上高には、消費税等は含まれていない。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

　　いない。　　　　　　　　　　

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営んでいる事業の内容に重要な変更はない。ま

た、主要な関係会社に異動はない。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はない。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

特記事項なし。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間の我が国経済は、政府・日銀による経済対策を背景に、景気は緩やかな回

復基調となった。

 国内建設市場においては、公共投資は堅調に推移し、民間設備投資も一部では持ち直す動きがみられ

たものの、労務費上昇などの影響もあり、引き続き厳しい経営環境となった。

 こうした中、当第３四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、次のとおりとなった。

 建設事業受注高は、国内・海外ともに増加し、前年同四半期連結累計期間比37.4％増の１兆1,451億

円（前年同四半期連結累計期間は8,333億円）となった。なお、当社の受注高は、開発事業等を含めて

同39.7％増の9,274億円（前年同四半期連結累計期間は6,638億円）となった。

 売上高は、前年同四半期連結累計期間と同水準で推移し、前年同四半期連結累計期間比1.1％増の１

兆411億円（前年同四半期連結累計期間は１兆302億円）となった。

 利益面では、当社の売上総利益が減少したことを主因として、営業利益は前年同四半期連結累計期間

比42.8％減の139億円（前年同四半期連結累計期間は243億円）、経常利益は同36.8％減の186億円（前

年同四半期連結累計期間は295億円）となった。

 四半期純利益は、特別損益の改善もあり、前年同四半期連結累計期間比17.4％減の139億円（前年同

四半期連結累計期間は168億円）となった。

　

セグメントの業績は次のとおりである。（セグメントの業績については、セグメント間の内部売上高

又は振替高を含めて記載している。）

　
① 土木事業

（当社における建設事業のうち土木工事に関する事業）
　

完成工事高は、前年同四半期連結累計期間と概ね同水準で推移し、前年同四半期連結累計期間比

6.7％増の2,207億円（前年同四半期連結累計期間は2,067億円）となった。

 営業利益は、完成工事総利益率が向上したことにより、前年同四半期連結累計期間比268.5％増の277

億円（前年同四半期連結累計期間は75億円）となった。
　

② 建築事業

（当社における建設事業のうち建築工事に関する事業）
　

完成工事高は、官公庁・民間ともに減少し、前年同四半期連結累計期間比11.3％減の4,752億円（前

年同四半期連結累計期間は5,360億円）となった。

 営業損益は、完成工事総利益率が低下したことにより、223億円の損失（前年同四半期連結累計期間

は105億円の利益）となった。
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③ 開発事業等

（当社における都市開発、地域開発など不動産開発全般に関する事業及び意匠・構造設計、その他設計、エンジニア

リング全般の事業）
　

開発事業等の業績は低調に推移し、売上高は前年同四半期連結累計期間比16.5％減の247億円（前年

同四半期連結累計期間は296億円）、営業損益は５億円の損失（前年同四半期連結累計期間は８億円の

損失）となった。
　

④ 国内関係会社

（当社の国内関係会社が行っている事業であり、主に日本国内における建設資機材の販売、専門工事の請負、総合

リース業、ビル賃貸事業等）
　

売上高は、前年同四半期連結累計期間と同水準で推移し、前年同四半期連結累計期間比4.6％増の

2,285億円（前年同四半期連結累計期間は2,185億円）となった。

 営業利益は、売上総利益が増加したことにより、前年同四半期連結累計期間比29.3％増の55億円（前

年同四半期連結累計期間は42億円）となった。
　

⑤ 海外関係会社

（当社の海外関係会社が行っている事業であり、米国、欧州、アジアなどの海外地域における建設事業、開発事業

等）
　

売上高は、前連結会計年度に建設事業受注高が好調に推移したことを主因として、前年同四半期連結

累計期間比37.0％増の1,789億円（前年同四半期連結累計期間は1,306億円）となった。

 営業利益は、前年同四半期連結累計期間と概ね同水準で推移し、前年同四半期連結累計期間比5.6％

増の37億円（前年同四半期連結累計期間は35億円）となった。
　
(2) 財政状態の分析

資産合計は、前連結会計年度末比1,469億円増加し、１兆8,330億円（前連結会計年度末は１兆6,860

億円）となった。これは、受取手形・完成工事未収入金等の増加544億円及び保有株式等の時価上昇に

よる含み益の増加を主因とする投資有価証券の増加455億円等によるものである。

　負債合計は、前連結会計年度末比977億円増加し、１兆4,657億円（前連結会計年度末は１兆3,679億

円）となった。これは、有利子負債残高
※
の増加740億円等によるものである。当第３四半期連結会計期

間末の有利子負債残高は、5,542億円（前連結会計年度末は4,801億円）となった。

　純資産合計は、株主資本2,616億円、その他の包括利益累計額1,085億円、少数株主持分△29億円を合

わせて、前連結会計年度末比491億円増加の3,672億円（前連結会計年度末は3,181億円）となった。

　また、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末比1.2ポイント好転し、

20.2％（前連結会計年度末は19.0％）となった。
　

（注）
※
短期借入金、コマーシャル・ペーパー、社債（１年内償還予定の社債を含む）及び長期借入金の合計額

　
　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した「対処すべき課題」に

ついての重要な変更はない。
　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費の総額は54億円である。
 

EDINET提出書類

鹿島建設株式会社(E00058)

四半期報告書

 4/18



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,500,000,000

計 2,500,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 1,057,312,022 1,057,312,022

東京証券取引所
市場第一部
名古屋証券取引所
市場第一部

単元株式数は1,000株
である。

計 1,057,312,022 1,057,312,022 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項なし。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項なし。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年10月１日
～平成25年12月31日

― 1,057,312,022 ― 81,447,203 ― 20,485,062
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。

　
　

EDINET提出書類

鹿島建設株式会社(E00058)

四半期報告書

 5/18



　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載

することができないため、直前の基準日である平成25年９月30日の株主名簿により記載している。

① 【発行済株式】

平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
               　       (注)１

普通株式
16,974,000

― ―

完全議決権株式(その他)  (注)２
普通株式

1,035,333,000
1,035,333 ―

単元未満株式
普通株式

5,005,022
― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 1,057,312,022 ― ―

総株主の議決権 ― 1,035,333 ―
 

(注)　１　「完全議決権株式(自己株式等)」は、当社保有の自己株式16,974,000株である。

　　　２　「完全議決権株式(その他)」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が5,000株(議決権５個)含

　　まれている。

　

② 【自己株式等】

平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

鹿島建設株式会社 東京都港区元赤坂一丁目３番１号 16,974,000 ─ 16,974,000 1.61

計 ― 16,974,000 ─ 16,974,000 1.61
 

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当第３四半期累計期間において、役員の異動はない。な

お、同期間における執行役員の異動は次のとおりである。

　

新任執行役員

役職 氏名 担当 就任年月日

執行役員 土　肥　　　穣
アルジェリア東西高速道路
建設工事担当

平成25年12月17日
 

　

退任執行役員

役職 氏名 担当 退任年月日

常務執行役員 田　嶋　弘　志
アルジェリア東西高速道路
建設工事担当

平成25年12月31日
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記

載している。

　

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月

１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けてい

る。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 202,194 177,158

受取手形・完成工事未収入金等
※2, ※3 498,067 ※2 552,553

販売用不動産 72,160 81,710

未成工事支出金 47,498 67,029

開発事業支出金 75,108 80,278

その他のたな卸資産 7,929 16,338

その他
※2 154,620 ※2 176,174

貸倒引当金 △1,982 △2,129

流動資産合計 1,055,595 1,149,113

固定資産

有形固定資産 323,246 325,730

無形固定資産 5,684 5,577

投資その他の資産

投資有価証券 246,688 292,197

その他 68,428 70,275

貸倒引当金 △13,571 △9,890

投資その他の資産合計 301,546 352,582

固定資産合計 630,476 683,890

資産合計 1,686,072 1,833,004
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等
※2 446,399 ※2 423,990

短期借入金 201,222 204,107

コマーシャル・ペーパー 43,300 63,000

1年内償還予定の社債 20,000 30,000

未成工事受入金 100,755 135,791

工事損失引当金 27,504 28,230

その他の引当金 4,411 3,926

その他
※2 162,354 ※2 152,959

流動負債合計 1,005,947 1,042,007

固定負債

社債 105,000 95,000

長期借入金 110,620 162,100

退職給付引当金 61,588 62,927

その他 84,790 103,700

固定負債合計 361,999 423,728

負債合計 1,367,946 1,465,735

純資産の部

株主資本

資本金 81,447 81,447

資本剰余金 45,304 45,304

利益剰余金 132,089 141,122

自己株式 △6,082 △6,206

株主資本合計 252,758 261,667

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 58,706 88,285

繰延ヘッジ損益 △980 △294

土地再評価差額金 19,236 18,953

為替換算調整勘定 △9,271 1,648

その他の包括利益累計額合計 67,690 108,592

少数株主持分 △2,323 △2,991

純資産合計 318,126 367,268

負債純資産合計 1,686,072 1,833,004
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
 【四半期連結損益計算書】
 【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高

完成工事高 918,818 924,804

開発事業等売上高 111,429 116,298

売上高合計 1,030,248 1,041,102

売上原価

完成工事原価 847,429 864,766

開発事業等売上原価 97,653 100,092

売上原価合計 945,082 964,858

売上総利益

完成工事総利益 71,389 60,037

開発事業等総利益 13,776 16,205

売上総利益合計 85,165 76,243

販売費及び一般管理費 60,835 62,318

営業利益 24,330 13,925

営業外収益

受取配当金 4,044 4,068

開発事業関連違約金収入 3,610 －

その他 5,059 9,063

営業外収益合計 12,713 13,131

営業外費用

支払利息 4,846 4,808

その他 2,654 3,586

営業外費用合計 7,501 8,395

経常利益 29,542 18,661

特別利益

固定資産売却益 249 291

投資有価証券売却益 2,553 4,577

子会社株式売却益 472 －

特別利益合計 3,275 4,868

特別損失

固定資産除却損 749 436

減損損失 226 1,240

その他 3,160 245

特別損失合計 4,137 1,921

税金等調整前四半期純利益 28,680 21,608

法人税、住民税及び事業税 4,184 3,379

法人税等調整額 7,648 4,092

法人税等合計 11,833 7,471

少数株主損益調整前四半期純利益 16,847 14,136

少数株主利益又は少数株主損失（△） △44 189

四半期純利益 16,892 13,946
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 16,847 14,136

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,772 29,573

繰延ヘッジ損益 27 613

土地再評価差額金 △12 △2

為替換算調整勘定 2,628 10,556

持分法適用会社に対する持分相当額 △854 103

その他の包括利益合計 10,560 40,842

四半期包括利益 27,407 54,979

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 27,661 55,128

少数株主に係る四半期包括利益 △253 △148
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　
当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間に、カジマ ヨーロッパ リミテッドの連結子会社２社及びカジマ オーバーシーズ

アジア ピー ティー イー リミテッドの連結子会社２社について、株式の取得により子会社となったため、

新たに連結の範囲に含めることとした。

当第３四半期連結会計期間から、カジマ ユー エス エー インコーポレーテッドの連結子会社１社につい

て、株式の取得により子会社となったため、新たに連結の範囲に含めることとした。また、カジマ ヨー

ロッパ ビー ヴイの連結子会社１社は清算したため、連結の範囲から除外した。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

当第３四半期連結会計期間から、株式の取得により関連会社となった１社について、新たに持分法を適用し

ている。また、株式を売却した関連会社１社については、持分法適用の範囲から除外した。
 

　

(四半期連結貸借対照表関係)
　

１ 偶発債務

(1)　保証債務

　下記の会社等の銀行借入金等について保証を行っている。

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

 百万円 百万円

関係会社 1,856 1,855

その他 7,517 10,859

計 9,374 12,715
 

　 なお、再保証のある保証債務については、当社の負担額を記載している。

　

(2)　その他

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

ドバイメトロプロジェクトの工事代金

回収に関する偶発債務
（債務者　ドバイ道路交通局）

29,359百万円 28,850百万円

   
 

　 なお、上記の偶発債務は、アラブ首長国連邦ドバイ首長国の財政破綻又は国家破綻によるデフォル

トリスクに限定されている。

　

※２ 四半期連結会計期間末日の満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理している。

　なお、当第３四半期連結会計期間の末日は金融機関の休日であったため、次の満期手形が当第３四半

期連結会計期間末日の残高に含まれている。

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

 百万円 百万円

受取手形 1,976 2,550

流動資産「その他」（営業外受取手形） 243 303

支払手形 6,536 6,127

流動負債「その他」（営業外支払手形） 51 5
 

　

※３ 債権流動化による完成工事未収入金の譲渡高

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

 4,474百万円 　　　―
 

　

EDINET提出書類

鹿島建設株式会社(E00058)

四半期報告書

12/18



　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
　

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第

３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産及び長期前払費用等に係る償却費

を含む。)並びにのれん及び負ののれんの償却額は、次のとおりである。
　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

 百万円 百万円

減価償却費 13,132 13,421

のれんの償却額 361 31

負ののれんの償却額 486 486
 

　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

１　配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 2,080 2.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

平成24年11月13日
取締役会

普通株式 2,601 2.50 平成24年９月30日 平成24年12月４日 利益剰余金
 

　
２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間末後となるもの
　　　
　　　該当事項なし。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

１　配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 2,600 2.50 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

平成25年11月12日
取締役会

普通株式 2,600 2.50 平成25年９月30日 平成25年12月３日 利益剰余金
 

　
２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間末後となるもの
　

　　　該当事項なし。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算
書　計上
額　(注)２土木事業 建築事業

開発
事業等

国内
関係会社

海外
関係会社

計

売上高         

(1) 外部顧客への売上高 206,796 532,924 28,378 131,530 130,618 1,030,248 ― 1,030,248

(2) セグメント間の内部
    売上高又は振替高

― 3,086 1,232 87,006 11 91,336 (91,336) ―

計 206,796 536,010 29,610 218,536 130,629 1,121,584 (91,336) 1,030,248

セグメント
利益又は損失（△）

7,533 10,574 △871 4,257 3,558 25,052 (721) 24,330
 

(注) １　セグメント利益又は損失（△）の調整額△721百万円は、セグメント間取引消去等によるものである。

　　 ２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項なし。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算
書　計上
額　(注)２土木事業 建築事業

開発
事業等

国内
関係会社

海外
関係会社

計

売上高         

(1) 外部顧客への売上高 220,734 470,366 24,041 147,062 178,896 1,041,102 ― 1,041,102

(2) セグメント間の内部
    売上高又は振替高

― 4,834 696 81,537 14 87,082 (87,082) ―

計 220,734 475,201 24,737 228,599 178,911 1,128,185 (87,082) 1,041,102

セグメント
利益又は損失（△）

27,757 △22,383 △538 5,506 3,758 14,099 (173) 13,925
 

(注) １　セグメント利益又は損失（△）の調整額△173百万円は、セグメント間取引消去等によるものである。

　　 ２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

当第３四半期連結累計期間において、事業用資産及び遊休資産に係る減損損失1,240百万円を特別

損失に計上している。なお、減損損失は事業セグメントに配分していない。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 16.26円 13.43円

　(算定上の基礎)   

　　四半期純利益(百万円) 16,892 13,946

　　普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

　　普通株式に係る四半期純利益(百万円) 16,892 13,946

　　普通株式の期中平均株式数(千株) 1,038,813 1,038,714
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

　

(重要な後発事象)

該当事項なし。

　
２ 【その他】

中間配当に関する取締役会の決議は、次のとおりである。

①　決議年月日 平成25年11月12日

②　中間配当金の総額 2,600,842,930円

③　１株当たりの額 ２円50銭

④　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成25年12月３日
 

 　（注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に対し、

        支払いを行う。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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有限責任監査法人 　ト ー マ ツ
  

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士   川　　上   　   豊   ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士   鈴　　木   登 樹 男   ㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月12日

 鹿 島 建 設 株 式 会 社

取  締  役  会    御  中
 

　

　

 

　

 

　

 

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鹿

島建設株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成25年10月１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成

25年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
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監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鹿島建設株式会社及び連結子会社の平成25

年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

  (注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

　　報告書提出会社)が別途保管している。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。
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